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帰分析を用いて計算したO 検診受診歴は，症例の肺がん診断時点以前の，それぞれ， 12カ月， 24 カ月， 36カ月， 48カ月，
60カ月以内に受診していたか否かにより 2値データに分類したO 解析は， SAS プログラムの PROC MCSTRAT によ
り行った。
〔成績〕











ておらず，また，症例対照研究のような観察的研究では， Self -selection bias の影響もあるので，さらに検討を続ける
必要がある。
論文審査の結果の要旨
本研究者は，全国13府県50市町村における，肺がん死亡者273例とその対照1269例の肺がん検診受診歴を，症例対照
研究の手法により解析し肺がん検診の肺がん死亡率減少効果について検討した。その結果，年1回の肺がん検診に
より，肺がん検診受診者における肺がん死亡率を，非受診者よりも28%減少させ得ることが示唆された。また，女性
非喫煙者において，効果が大きいこと，さらに，男性喫煙者の中でも，略疾細胞診と胸部X線の両検査を受診した者
は，胸部X線のみを受診した者よりも効果が大きい傾向にあることを示した。
この研究は，肺がん検診の有効J性について，死亡率減少効果を指標として検討し，わが国で初めて有効であること
を示唆した点で重要な研究であり，学位に値すると考えられる。
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